
寒川町立旭小学校「学習の手引き」                     令和５年度 第２学年 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※都合により授業内容を変更することがあります。 

【１学期】 

・さあ、きょうから２年生 ・まちをたんけん大はっけん ・小さな友だち ・ぐんぐんそだておいしいやさい  

 

【２学期】 

・ぐんぐんそだておいしいやさい ・あそんでためしてくふうして ・もっともっとまちたんけん      

 

【３学期】 

・もっともっとまちたんけん ・広がれわたし 

 

（1） 学校、家庭及び地域の生活に関わることを通して、自分と身近な人々、社会及び自然との関わりについ
て考えることができ、それらのよさやすばらしさ、自分との関わりに気付き、地域に愛着をもち自然を
大切にしたり、集団や社会の一員として安全で適切な行動をしたりするようにします。 

（2） 身近な人々、社会及び自然と触れ合ったり関わったりすることを通して、それらを工夫したり楽しんだ
りすることができ、活動のよさや大切さに気付き，自分たちの遊びや生活をよりよくするようにします。 

（3） 自分自身を見つめることを通して、自分の生活や成長、身近な人々の支えについて考えることができ、
自分のよさや可能性に気付き、意欲と自信をもって生活するようにします。 

 

思考・判断・表現 

自分自身や身の回りの生活の
ことや、身近な人々、社会及び自
然と自分との関わりについて理
解し、考えたことを表現してい
る。 

（活動の様子や言動、発表など） 

 

２年生の生活では、こんな力をつけよう！ 伸ばそう！ 

主体的に学習に取り組む態度 

自分のとこに取り組もうとした
り、身近な人々、社会及び自然に自
ら働きかけ、意欲や自信をもって学
ぼうとしたり、生活を豊かにしよう
としたりしている。 

（活動の様子や言動、発表など） 

 

 

 具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自立し生活を豊かにしていくた
めの資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、それらの関わり等に
気付くとともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるようにする。 

（2） 身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分の生活について考え、表現するこ
とができるようにする。 

（3） 身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり生活を豊かにしたりしようと
する態度を養う。 

教科の目標 

知識・技能 

活動や体験の過程において、自
分自身、身近な人々、社会及び自
然の特徴やよさ、それらの関わり
等に気付いているとともに、生活
に必要な習慣や技能を身に付けて
いる。 

（活動の様子や言動、発表など） 

 

 

学年の目標 ～つけたい力～ 

授業内容 

評価の観点 ～伸ばしたい力～ 


